
令和３年１１月号

電話ｄｅ詐欺認知状況（令和３年１０月末現在）

被害件数 ８８８件（前年比-７１件）

被害総額 約２１億４，０００万円 （前年比＋約４億５，０００万円）

架空料金請求詐欺には要注意
有料サイトや消費料金等について、「未払いの料金がある。今日中に支払わなければ裁判にな
る。」等とメールやはがき（封書）で知らせ、金銭をだまし取る手口が架空料金請求詐欺です。
このようなメールやはがきで のが犯人の狙いです。
メールやはがきに書いてある番号は詐欺犯人の電話番号である危険性が高いので、決して記載
された番号へ電話を掛けないでください。
【電話ｄｅ詐欺は冷静な判断で撲滅！】
〇 不審なメールやはがきは一人で判断せず、家族や警察等に相談しましょう。
〇 電話で「お金」「カード」「電子マネー」等の話が出たら、詐欺を疑いましょう。

電話ｄｅ詐欺は、誰かに相談することで防げます！！
〇 普段から連絡を取り合って家族の絆を強めましょう。
→もしも不審な電話等が来たときにすぐに相談できれば、詐欺を防げます。

〇 相談窓口を教えてあげましょう。
→困ったときに相談窓口を知っていれば、冷静な判断で詐欺を防げます。

〇 留守番電話設定が有効なので、設定してあげましょう。
→詐欺被害に遭わないためには、犯人と話さないことが一番の対策です。

被害認知件数

（令和3年10月中）

うち

高齢者被害件数

（令和3年10月中）

高齢者が占める

割合

全刑法犯 27,040 3,356 12.4%
侵入窃盗 2,283 583 25.5%
ひったくり 18 7 38.9%

被害認知件数

（令和3年10月末）

うち

高齢者被害件数

（令和3年10月末）

高齢者が占める

割合

888 828 93.2%
電話ｄｅ詐欺

県内における高齢者の犯罪の被害状況

※　数値は暫定値、65歳以上の方を「高齢者」として示す。


